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１. 研究の背景と目的 
	 茶室は千利休が侘び好きの茶室として完成させてから、

古田織部、小堀遠州、織田有楽、などその後の茶人達に

よって様々な茶室が作られてきた。明治維新によりそれ

まで茶道を嗜んでいた大名がいなくなり、茶道は一度衰

退したが、明治期以降、裏千家十三代円能斎鉄中などの

努力により、女性の教育科目として普及し現在に繋がっ

ている。昭和に入り、日本の代表的な近代建築家である

堀口捨己、谷口吉郎、村野藤吾らが茶室を再評価し、当

時の現代的価値から再設計した。それ以降、安藤忠雄や

藤本照信をはじめとする建築家たちや様々なアーティス

トが茶室に着目し、伝統的空間を現代的価値観から変化

させながら継承しつつ新しい空間が生まれている。そこ

で、日本に建築家と呼ばれる人たちが現れた近代から現

代までの茶室に着目することで茶室の変遷とあり方を調

査する。	

	

２. 研究対象・方法 
	 建築雑誌「新建築」の創刊時からのバックナンバーに

掲載された茶室建築について、建築作品インデックスに

てカテゴリ「茶室」で検索、新建築データベース β 版に

てキーワード「茶室」で行い事例を抽出した。本研究で

は現代の茶室をテーマとしているため、上記事例のうち

「純和風建築」、「既存茶室」、「既存茶室の再興」に

該当する事例を除いた合計 52 作品を研究対象とした。各

作品について、「茶室の解明	 平面データ集」１）を参考

に、茶室の伝統的な畳敷きのカテゴリーである「小間」、

「四畳半」、「広間」、「立礼」の用いられている状況

を表にまとめた（表１）。なお、床仕上げに畳が用いら

れていない作品については「その他」として分類した。

この表を元に、現代の茶室の変遷と傾向について考察し

た。	

	

３. 新建築における茶室の掲載数の変遷 
	 図１は 2.により抽出された茶室事例の数について年代別
にまとめものである。茶室の掲載数の増減に着目すると、

以下４つの期間に大別することができる。 
まず、1960 年代以前に見られる事例は先に述べた堀口捨
己や、谷口吉郎、村野藤吾など、日本の伝統的建築の近

代化を目指した建築家たちによる作品である。1960〜
1970 年代においては茶室の事例がほぼ見られない。この

頃はモダニズム建築がより盛んになったことから、茶室

が話題に上ることがなかったのだと推測される。そして

1970 年代末頃から徐々に件数が増えてゆき、1980 年代に
は多くの茶室が設計されている。この時期は日本経済の

ピーク期にあたり、ホテルや旅館などに付属する形での

茶室事例が増加している。安藤忠雄や原広司といった名

建築家が設計した作品が発表されたのもこの時期にあた

る。1990 年代以降は、概ね一定数の茶室あるいは茶室の
付属する作品が掲載されていることがわかる。 

図１：新建築に掲載された年別茶室作品数 
 
４. 各年代における現代茶室の傾向 
4.1 茶室の近代化 
	 1950年代から1980年代にかけて茶室を設計した建築家

については、吉田五十八、堀口捨己、村野藤吾、吉村順

三、黒川紀章が挙げられる。この時代は日本建築の近代

化がテーマとして日本的な近代建築の追求が多くの建築

家たちによってなされてきた。特に近代化の流れをすで

に受け生活にも反映しやすい数寄屋建築が着目されてお

り、茶室についても、伝統的な日本建築の手法を残しつ

つ近代化の様々な手法やデザインが試みられている。例

えば吉田五十八の壁のデザインは、和風のデザイン要素

から多くの線を省略することで数寄屋のミニマル化を果

たし、村野藤吾は銅板葺き入母屋の形状において、限り

なく薄く、かつ軒の出を深く出す斬新なデザインを再現

した。吉村順三は矩計図を用いた合理的な設計から、伝

統性と近代化の無理のない共存を実現した。1950年から

1980年をひとつの括りとして「茶室の近代化」といった

ことが言えるだろう。	

4. 2 高度経済成長期の茶室 
	 1980年代からは、建築形態として店舗やホテルなどに

付属する形での茶室が多く見られるようになる。これは



日本の高度経済成長期と合わせて、茶道がより庶民に広

まるとともに、セレモニーの場として茶室が付属される

ようになっていったことがわかる。	

4.3 安藤忠雄以降の茶室 
	 次の茶室の大きな変化として、安藤忠雄による「大淀

の茶室」以降の時代が挙げられる。それまでの茶室はあ

くまで近代的な手法や素材による設計は試みられてきた

が、茶道を行う為の機能を持つことを前提として設計さ

れているが、安藤忠雄が自らの自邸に設計した「大淀の

茶室」では素材の持つ特性を生かし、茶道を行うための

機能はほぼなしていないものの、茶室という極小の建築

をだからこそ行える抽象的で大胆なデザインがなされ

た。それ以降、多くの建築家が茶室の持つポテンシャル

と自由さに着目し、設計、創作の対象となっている。	

4.4 藤森照信の茶室 
	 2003年から藤森照信の茶室が多く見られる。藤森照信

は表でもわかる通り2003年以降７件と最多の茶室が掲載

されている。表１の畳の分類からわかるように、それま

での畳敷きの形式から脱しており、重要なのは火と水と

シェルターの要素であることとして、自由な平面設計と

縄文時代の高床式や竪穴式住居のような歴史的かつ土着

的なデザインがなされている。	

また、すべての茶室を設計者自らが施工に携わってお

り、中にはイベントを開催して全くの素人と一緒になっ

て施工をするなど、建築を自らの手で造るという行為も

重要なファクターとして捉えている。	

	

５. 畳のタイポロジー 
	 畳のタイポロジーの分類によって、藤森照信によって

初めて「畳のない茶室」が創作されてから、それまで既	

	

	

存概念として茶室には畳があるものだということが、平

面空間、人の動きや導線を限定づけていたことがわかっ

た。	

また、安藤忠雄以降の「抽象的な茶室」の多くが小間、

四畳半であることから、建築家がコンセプチュアルな茶

室を設計する上では四畳半以下の小さな建築が対象とな

りやすいことがわかった。	

	

６. まとめ 
1950年代から茶室が建築家によって着目され、様々な手

法で近代化をされたことがわかった。	

高度経済成長期に商業ビルなどに付属される形のセレモ

ニーとしての茶室が設計されていることがわかった。	

1980年の経済のピーク時に安藤忠雄が、伝統的な茶室に

縛られない「抽象的な茶室」「概念的な茶室」を提案し

たことから、多くの建築家が茶室に着目するようになっ

たことがわかった。	

藤森照信が初めて畳の縛りを解いた茶室をつくり、畳に

よって縛られていた伝統から脱出を図り、より自由な茶

室を提案したことがわかった。	

今回の調査では新建築に掲載された事例のみを対象とし

たことから、他の多くの建築家による茶室のデザインは

調査に含まれていない。機会があればさらに多くの建築

家たちによる茶室の試みについても調査をしたい。	

	

7. 参考文献 
１）茶室の解明	平面データ集成,	根岸照彦,	建築資料研

究社,	2001	

注)機能の項目において、独は独立型、付は付属型をあらわす。建築形態が店舗や料亭、ホテルなどにおいて一部の機能として茶室が組み込まれてい

る事例を「付属型」建築の形態が茶室のみ事例を「独立型」とする。 
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表１	 新建築に掲載された茶室 


